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我々は構造材料の非破壊分析を目的とした小型電子加速器中性子施設を構築し、主要構成装置である、

加速器、中性子源、中性子ビームラインのコミッショニングを進めている。これらの現状を報告する。 
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1. はじめに 

我々は産総研内に小型電子加速器中性子解析装置の構築を行い、現在コミッションングを進めている[1,2,3]。

ISMA（新構造材料技術研究組合）における自動車などの輸送機器の主要構造材料に用いられる金属などの革

新的な新構造材料開発において、本装置を試料単体あるいは部材等に組みつけた状態での非破壊分析に供す

る予定である。小型でありながら、パルス中性子透過法によるブラッグエッジイメージングに最適化された

装置となっている。 

2. 施設構築の進捗状況 

本施設は施設検査に合格し、現在、構成機器である(1)電子加速器、(2)中性子源、(3)中性子ビームラインの

コミッショニングを進めている。(1)に関しては、現在電子銃や加速管のエージングによる電子ビーム電流の

増強試験、ビーム輸送光学系の制御試験を行っている。(2)に関しては、中性子生成ターゲットから放出され

る蒸発中性子を熱中性子に減速するための固体メタン減速材装置の試験を行っている。固体メタン容器を X

線撮影することで、内部の固体メタンを画像として確認している。 (3)に関しては、スーパーミラーガイド管

や真空ダクトの設置、調整を進めるとともに、バックグラウンド低減のための補助遮蔽の整備を行っている。 

3. まとめ 

本施設は運用に向けた調整が着実に進んでおり、間も無くファースト中性子ビームが得られる予定である。

本発表ではファーストビームとその利用に向けて進めているコミッショニングの最新状況を報告する。 
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